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安倍川総合水系環境整備事業　様式集

　業務カルテ

　［様式－５]　　費用対効果（全体事業）

　［様式－６]　　事業費の内訳書（全体事業費）

平成29年12月

国土交通省中部地方整備局

静岡河川事務所
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事業名（箇所名） 安倍川総合水系環境整備事業
担当課 水管理国土保全局河川環境課 事業

主体
中部地方整備局

担当課長名

事業期間 平成17年度～平成26年度

総事業費（億円）

実施箇所 静岡県静岡市

該当基準 事業完了後一定期間（5年間以内)が経過した事業

事業諸元 水辺整備事業　1式

便益の主な根拠

【内訳】
・水辺空間整備の効果による便益：28億円

【主な根拠】
＜水辺整備事業＞
（牛妻地区水辺整備）
支払い意志額：130円/月・世帯　　受益世帯数：67,795世帯

事業全体の投資
効率性

2.3事後
11

対応方針理由 ・目的とした事業効果を発現しております。

その他

＜第三者委員会の意見・反映内容＞

約7.3

当初

同種事業の計画・
調査のあり方や事
業評価手法の見
直しの必要性

・当該事業に係る事業評価手法については妥当と考えられます。

対応方針 ・改めて事後評価を実施する必要はありません。

事業効果の発現
状況

（牛妻地区）
・地域の方々による環境教育活動が取り組まれる等、多くの方に利活用されており、県内外から毎年２万人程度が訪れています。なお、活動等
については、マスコミ等に取り上げられています。
・河川協力団体により施設環境が良好に保たれ、河川管理の効率化が図られるとともに、地域の賑わいと憩いの場として利用されています。

28
5.0
12

B:総便益(億円) C:総費用(億円)

目的・必要性

社会経済情勢等
の変化

〈解決すべき課題・背景〉
　関係機関と連携し、利便性、安全性を向上させる施設整備により河川環境体験の場のさらなる利活用の推進を図り、賑わいの創出や地域振
興・活性化を目指します。

（牛妻地区水辺整備）
　牛妻地区は、静岡市都市計画マスタープラン（平成18年策定）に基づいた、自然豊かな安倍川と当該地区の有する寺社や史跡等、歴史性の
ある施設を活かしたまちづくりとあわせて地元団体による環境教育活動が継続されており、水辺の楽校による整備のニーズが高く、利用の安
全性・河川管理の効率化を確保するため、緩傾斜堤防、階段、高水敷等の整備を行い、平成26年度に事業を完了しました。（現在供用中）

（伝馬町新田地区）
　伝馬町新田地区の上下流につながる高水敷は、静岡市のスポーツ公園として占用され活発に利用されている。
　高水敷を流れる秋山川等の水辺空間を活かした水辺整備へのニーズが高まっており、安全な利活用・河川管理の効率化を確保するため、
階段、高水敷等の整備を行う計画でしたが、地域が主体となった協議会の設立、かわまちづくり計画の策定等に至らなかったため、当面まちづ
くりと一体となった水辺空間の創出に向けた事業実施の目処が立たないことからとりやめることとしました。

（森横地区）
　森横地区は、静岡県指定名勝”木枯の森”が河道内にあり、その河川景観が周辺住民から親しまれ、水遊びや散策に利用されている。
　森横地区は静岡市都市計画マスタープラン（平成18年）において「地域の潤い拠点」と位置づけられ、木枯の森等を活用した整備ニーズが高
まっており、利用の安全性・河川管理の効率化を確保するため、階段、高水敷等の整備を行う計画でしたが、地域が主体となった協議会の設
立、かわまちづくり計画の策定等に至らなかったため、当面まちづくりと一体となった水辺空間の創出に向けた事業実施の目処が立たないこと
からとりやめることとしました。

〈達成すべき目標〉
　緩傾斜堤防や階段の整備、高水敷整備などを実施することにより、親水やレクリエーションの場、地域活動の場、地域振興の場などとして安
全に利活用できる水辺空間の形成を図ります。

＜政策体系上の位置付け＞
・政策目標：良好な生活環境、自然環境の形成、バリアフリー社会の実現。
・施策目標：良好な水環境・水辺空間の形成・水と緑のネットワークの形成、適正な汚水処理の確保、下水道資源の循環を確保する。

事業実施による環
境の変化

（生活環境・利用環境）
　・事業完了後は事業箇所周辺における河川空間の年間利用者数が約２万６千人から１万人以上増加するなど、散策などでより安全に日常利
用されています。特に夏場には環境学習（うしづま水辺の楽校）で毎年約２万人が利用するなど、多くの方に利用される空間となり、事業箇所
周辺の施設利用者数は、約２万７千人増加しています。
　・安倍川全体では、河川敷が散策やスポーツ、環境学習、親水、憩いの場として広く利用され、年間では２５０万人程度の方々に利用されつ
づけられています。

（自然環境）
　・事業実施中及び事業完了後において、自然環境の変化はなく、問題及び指摘はありません。
　・水質は良好であり、４年連続水質が最も良好な河川となっています。（平成28年度水質調査結果）

B/C
2.1

基準年度

平成29年度
平成17年度

B-C
5.7
16

EIRR（％）
－
9.2

今後の事後評価
の必要性

・環境整備事業における「水辺整備」は、地域と連携して進めていく事業であり、現時点では地域からの新たなニーズはありません。
・河川空間の利活用状況や整備が完了した事業箇所の目的に対する効果発現状況から、現時点では再度の事後評価の必要はありません。

改善措置の必要
性

・現時点では、整備した施設等に改善措置の必要性はありません。
・今後も沿川住民、利用者等の意見把握に努め、関係自治体と連携し、必要に応じて改善措置を行います。

・事業完了後は、事業箇所周辺の施設における売り上げは約４千万円増加しています。
・近年、静岡市の人口、世帯数ともに大きな変化は見られません。
・流域は、静岡県の県庁所在地である静岡市街地が発達し、東名高速道路やJR東海道新幹線等、日本経済の基盤をなす重要交通網が集中
しており、平成24年度に供用開始された新東名高速道路により更なる交通網の発展が遂げられています。
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安倍川総合水系環境整備事業　（静岡河川事務所）

▽感度分析（様式５）　目次

Case ① 全体事業
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【費用便益算定シート・安倍川総合水系環境整備事業（全体）】 （様式－５）
基準（評価）年度 2017(H29)
共用年度 2019(H31)
社会的割引率 4%

(単位：百万円）
Case①　全体事業
年度 デフ 割引 便益：Ｂ 費用：Ｃ

レータ 率 便益① 残存価値② 計 建設費③ 維持管理費④ 計③＋④
ｔ 西暦 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 （①＋②） 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-12 2005 1.096 1.601 72.0 78.9 126.3 0.0 0.0 0.0 72.0 78.9 126.3
-11 2006 1.081 1.539 391.0 422.7 650.5 0.2 0.2 0.3 391.2 422.9 650.8
-10 2007 1.060 1.480 0.0 0.0 0.0 1.2 1.3 1.9 1.2 1.3 1.9
-9 2008 1.024 1.423 0.0 0.0 0.0 1.2 1.2 1.7 1.2 1.2 1.7
-8 2009 1.059 1.369 37.0 39.2 53.7 1.2 1.3 1.8 38.2 40.5 55.5
-7 2010 1.058 1.316 130.0 137.5 181.0 1.3 1.4 1.8 131.3 138.9 182.8
-6 2011 1.038 1.265 0.0 0.0 0.0 1.6 1.7 2.2 1.6 1.7 2.2
-5 2012 1.048 1.217 99.9 104.7 127.4 1.6 1.7 2.1 101.5 106.4 129.5
-4 2013 1.025 1.170 105.8 108.4 126.8 126.8 0.0 0.0 0.0 1.9 1.9 2.2 1.9 1.9 2.2
-3 2014 0.996 1.125 105.8 105.4 118.6 118.6 0.0 0.0 0.0 1.9 1.9 2.1 1.9 1.9 2.1
-2 2015 1.000 1.082 105.8 105.8 114.5 114.5 1.9 1.9 2.1 1.9 1.9 2.1
-1 2016 1.000 1.040 105.8 105.8 110.0 110.0 1.9 1.9 2.0 1.9 1.9 2.0
0 2017 1.000 1.000 105.8 105.8 105.8 105.8 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9
1 2018 1.000 0.962 105.8 105.8 101.8 101.8 1.9 1.9 1.8 1.9 1.9 1.8
2 2019 1.000 0.925 105.8 105.8 97.9 97.9 1.9 1.9 1.8 1.9 1.9 1.8
3 2020 1.000 0.889 105.8 105.8 94.1 94.1 1.9 1.9 1.7 1.9 1.9 1.7
4 2021 1.000 0.855 105.8 105.8 90.5 90.5 1.9 1.9 1.6 1.9 1.9 1.6
5 2022 1.000 0.822 105.8 105.8 87.0 87.0 1.9 1.9 1.6 1.9 1.9 1.6
6 2023 1.000 0.790 105.8 105.8 83.6 83.6 1.9 1.9 1.5 1.9 1.9 1.5
7 2024 1.000 0.760 105.8 105.8 80.4 80.4 1.9 1.9 1.4 1.9 1.9 1.4
8 2025 1.000 0.731 105.8 105.8 77.3 77.3 1.9 1.9 1.4 1.9 1.9 1.4
9 2026 1.000 0.703 105.8 105.8 74.4 74.4 1.9 1.9 1.3 1.9 1.9 1.3
10 2027 1.000 0.676 105.8 105.8 71.5 71.5 1.9 1.9 1.3 1.9 1.9 1.3
11 2028 1.000 0.650 105.8 105.8 68.8 68.8 1.9 1.9 1.2 1.9 1.9 1.2
12 2029 1.000 0.625 105.8 105.8 66.1 66.1 1.9 1.9 1.2 1.9 1.9 1.2
13 2030 1.000 0.601 105.8 105.8 63.6 63.6 1.9 1.9 1.1 1.9 1.9 1.1
14 2031 1.000 0.577 105.8 105.8 61.0 61.0 1.9 1.9 1.1 1.9 1.9 1.1
15 2032 1.000 0.555 105.8 105.8 58.7 58.7 1.9 1.9 1.1 1.9 1.9 1.1
16 2033 1.000 0.534 105.8 105.8 56.5 56.5 1.9 1.9 1.0 1.9 1.9 1.0
17 2034 1.000 0.513 105.8 105.8 54.3 54.3 1.9 1.9 1.0 1.9 1.9 1.0
18 2035 1.000 0.494 105.8 105.8 52.3 52.3 1.9 1.9 0.9 1.9 1.9 0.9
19 2036 1.000 0.475 105.8 105.8 50.3 50.3 1.9 1.9 0.9 1.9 1.9 0.9
20 2037 1.000 0.456 105.8 105.8 48.2 48.2 1.9 1.9 0.9 1.9 1.9 0.9
21 2038 1.000 0.439 105.8 105.8 46.4 46.4 1.9 1.9 0.8 1.9 1.9 0.8
22 2039 1.000 0.422 105.8 105.8 44.6 44.6 1.9 1.9 0.8 1.9 1.9 0.8
23 2040 1.000 0.406 105.8 105.8 43.0 43.0 1.9 1.9 0.8 1.9 1.9 0.8
24 2041 1.000 0.390 105.8 105.8 41.3 41.3 1.9 1.9 0.7 1.9 1.9 0.7
25 2042 1.000 0.375 105.8 105.8 39.7 39.7 1.9 1.9 0.7 1.9 1.9 0.7
26 2043 1.000 0.361 105.8 105.8 38.2 38.2 1.9 1.9 0.7 1.9 1.9 0.7
27 2044 1.000 0.347 105.8 105.8 36.7 36.7 1.9 1.9 0.7 1.9 1.9 0.7
28 2045 1.000 0.333 105.8 105.8 35.2 35.2 1.9 1.9 0.6 1.9 1.9 0.6
29 2046 1.000 0.321 105.8 105.8 34.0 34.0 1.9 1.9 0.6 1.9 1.9 0.6
30 2047 1.000 0.308 105.8 105.8 32.6 32.6 1.9 1.9 0.6 1.9 1.9 0.6
31 2048 1.000 0.296 105.8 105.8 31.3 31.3 1.9 1.9 0.6 1.9 1.9 0.6
32 2049 1.000 0.285 105.8 105.8 30.2 30.2 1.9 1.9 0.5 1.9 1.9 0.5
33 2050 1.000 0.274 105.8 105.8 29.0 29.0 1.9 1.9 0.5 1.9 1.9 0.5
34 2051 1.000 0.264 105.8 105.8 27.9 27.9 1.9 1.9 0.5 1.9 1.9 0.5
35 2052 1.000 0.253 105.8 105.8 26.8 26.8 1.9 1.9 0.5 1.9 1.9 0.5
36 2053 1.000 0.244 105.8 105.8 25.8 25.8 1.9 1.9 0.5 1.9 1.9 0.5
37 2054 1.000 0.234 105.8 105.8 24.8 24.8 1.9 1.9 0.4 1.9 1.9 0.4
38 2055 1.000 0.225 105.8 105.8 23.8 23.8 1.9 1.9 0.4 1.9 1.9 0.4
39 2056 1.000 0.217 105.8 105.8 23.0 23.0 1.9 1.9 0.4 1.9 1.9 0.4
40 2057 1.000 0.208 105.8 105.8 22.0 22.0 1.9 1.9 0.4 1.9 1.9 0.4
41 2058 1.000 0.200 105.8 105.8 21.2 21.2 1.9 1.9 0.4 1.9 1.9 0.4
42 2059 1.000 0.193 105.8 105.8 20.4 20.4 1.9 1.9 0.4 1.9 1.9 0.4
43 2060 1.000 0.185 105.8 105.8 19.6 19.6 1.9 1.9 0.4 1.9 1.9 0.4
44 2061 1.000 0.178 105.8 105.8 18.8 18.8 1.9 1.9 0.3 1.9 1.9 0.3
45 2062 1.000 0.171 105.8 105.8 18.1 18.1 1.9 1.9 0.3 1.9 1.9 0.3
46 2063 1.000 0.165 105.8 105.8 17.5 17.5 1.9 1.9 0.3 1.9 1.9 0.3
47 2064 1.000 0.158 105.8 105.8 16.7 28.1 4.5 21.2 1.9 1.9 0.3 1.9 1.9 0.3
48 2065 1.000 0.152
49 2066 1.000 0.146
50 2067 1.000 0.141
51 2068 1.000 0.135
52 2069 1.000 0.130
53 2070 1.000 0.125
54 2071 1.000 0.120
55 2072 1.000 0.116
56 2073 1.000 0.111

合計 5,501.6 5,503.8 2,802.6 28.1 4.5 2,807.1 729.9 783.0 1,138.9 107.1 107.6 62.0 837.0 890.6 1,200.9

総便益（億円） Ｂ 28
総費用（億円） Ｃ 12
費用便益比 Ｂ／Ｃ 2.3
純現在価値（億円） Ｂ－Ｃ 16
経済的内部収益率 9.2%

整
備
期
間

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

期間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間
（

5
0
年
）

費用便益比
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河川事業

事業名

                     ※　（　　）欄に残事業費、全体事業費の別を記入すること。

評価年度 H29

 ※　評価の種類(新規事業採択時評価、再評価、完了後の事後評価）の別を記入すること。

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（牛妻地区水辺整備箇所） 式 1 298.8

本工事費 式 1 298.8

緩傾斜堤 m 1000 30.6

階段 箇所 9 5.0

坂路 箇所 2 8.3

護岸 m 840 183.9

高水敷整正 式 1 71.0 敷き均し、水路工

附帯工事費

用地費及補償費

用地費

補償費

間接経費 式 1 239.0

工事諸費 式 1 155.1

自治体費用 式 1 37.0 静岡市

事業費　計 式 1 729.9

維持管理費 式 1 1.9 巡視、草刈

※１　事業費については、事業の執行状況を踏まえて再評価ごとに適宜見直すこと。

※４　備考欄に、一式計上している工種の内容等を記載すること。

事業費の内訳書

牛妻地区水辺整備事業 （全体事業費）

※２　「工種」及び「金額」については、原則、治水経済調査マニュアル（案）に準拠して記載すること。

※３　上記によらないものについては、過去の類似の実績等に基づき記載すること。

事後評価

2-6



１
．

便
益

を
計

測
す

る
一

般
手

法

環
境

整
備

の
便

益
計

測
手

法
と

し
て

は
、

旅
行

費
用

法
（
Ｔ

Ｃ
Ｍ

）
、

ヘ
ド

ニ
ッ

ク
法

、
便

益
移

転
法

・
原

単
位

法
、

代
替

法
、

仮
想

市
場

評
価

法
（
Ｃ

Ｖ
Ｍ

）
が

あ
る

。
下

記
の

評
価

よ
り

、
本

事
業

の
便

益
を

計
測

す
る

手
法

と
し

て
Ｃ

Ｖ
Ｍ

を
用

い
る

。

手
法

内
容

各
手

法
の

一
般

的
な

特
徴

評
価

長
所

短
所

評
価
対
象

事
業
を

踏
ま
え
た

適
用
可
能

性
妥

当
性

旅
行

費
用

法 （
T
C

M
）

施
設
を
訪

れ
る
人
が

支
出
す

る
交

通
費
や

費
や
す
時

間
を
も

と
に

便
益
を

計
測
す
る

方
法

・
客
観
的

な
デ
ー
タ

(
来

訪
者
数

、
旅

行
費

用
な

ど
)
を

用
い

て
分

析
を

行
う

た
め

、
分

析
方

法
や

結
果

の
妥

当
性

を
確

認
し

や
す

い
。

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
行

動
に

基
づ

く
分

析
手

法
で

あ
る

た
め

、
観

光
地

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
価

値
の

分
析

に
適

す
る

。

・
利

用
実

態
に

関
す

る
デ

ー
タ

(
事

業
が

あ
る

場
合

と
な

い
場

合
の
出

発
地
別
の

来
訪
者

数
等

)
の
入

手
が
困

難
な
場

合
が

あ
る

。
・

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
行
動

に
結
び
つ

か
な
い

価
値

(
歴
史

的
・
文
化

的
に
貴
重

な
施
設

の
存
在
価

値
な
ど

)
の

計
測

は
困

難
。

・
複

数
の

目
的

地
を

有
す

る
旅

行
者

や
長
期
滞

在
者
の
扱

い
、

代
替

施
設

の
設

定
な

ど
の

分
析

が
課

題
。

対
象
地
区

は
、
子
供

た
ち
が

環
境
教
育

の
場

と
し
て

利
用
す
る

こ
と
が

多
い
こ
と

、
ま

た
、
か

わ
ま
ち
づ

く
り
事

業
で
あ
り

周
遊

性
の
向

上
が
図
ら

れ
る
こ

と
か
ら
、

適
用

し
な
い

。
×

ヘ
ド

ニ
ッ

ク
法

事
業
の
も

た
ら
す
便

益
が
地

価
に

帰
着
す

る
と
仮
定

し
、
事

業
実

施
に
よ

る
地
価
の

変
化
分

で
便

益
を
計

測
す
る
方

法

・
地

価
等

に
関

す
る

統
計

デ
ー

タ
か

ら
便

益
を

算
出

す
る

た
め

、
分

析
方

法
や

結
果

の
妥

当
性

を
確

認
し

や
す

い
。

・
地
価
に

影
響
を
及

ぼ
さ
な

い
事
業

(
価

値
)
は
評
価

で
き
な

い
。

・
地

方
都

市
な

ど
で

は
、

ヘ
ド

ニ
ッ

ク
関

数
の

推
定
に
必

要
な

数
の

地
価

や
、

地
価

を
説

明
す

る
た

め
の
デ

ー
タ
の
収

集
が

困
難

な
場

合
が

あ
る

。
・

歴
史

的
・

文
化

的
に

貴
重

な
施

設
の

存
在
価

値
や
、
広

範
囲

に
波

及
す

る
地

球
環

境
の

保
全

な
ど

の
効
果

の
計
測
は

困
難

。

河
川
敷
地

の
整
備
が

周
辺
の

地
価
に
影

響
す

る
可
能

性
は
低
い

こ
と
か

ら
、
適
用

し
な

い
。

×

便
益

転
移

法
・

原
単

位
法

既
存
の
便

益
計
測
事

例
等
か

ら
便

益
原
単

位
を
設
定

し
、
便

益
を

計
測
す

る
方
法

・
他

事
例

に
関

す
る

分
析

結
果

を
用

い
る

た
め

、
比

較
的

簡
易

に
分

析
が

可
能

。

・
既

存
の

類
似

す
る

便
益

計
測

事
例

や
適

用
可

能
な
原
単

位
が

必
要

。
・

他
事

例
に

関
す

る
分

析
結

果
を

用
い

る
た
め

、
評
価
対

象
事

業
固

有
の

特
徴

の
反

映
が

困
難

。

当
該
地
域

に
お
け
る

河
川
環

境
の
改
善

効
果

を
踏
ま

え
た
便
益

の
算
出

が
必
要
で

あ
り

、
既
存

事
例
の
適

用
は
事

業
特
性
が

反
映

で
き
な

い
た
め
、

適
用
し

な
い
。

×

代
替
法

評
価
対
象

と
す
る
事

業
と
同

様
の

便
益
を

も
た
ら
す

他
の
市

場
財

の
価
格

を
も
と
に

便
益
を

計
測

す
る
方

法

・
計

算
方

法
が

理
解

し
や

す
く

、
比

較
的

簡
易

に
分

析
が

可
能

。
・

適
切

な
代

替
市

場
財

が
設

定
で

き
な

い
場
合

は
適
用
で

き
な

い
。

同
等
の
機

能
を
持
つ

代
替
財

を
設
定
す

る
こ

と
が
で

き
な
い
。

×

仮
想

的
市

場
評

価
法

（
C

V
M
）

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に

よ
り
事

業
の

効
果
に

対
す
る
回

答
者
の

支
払

意
思
額

を
尋
ね
、

こ
れ
を

も
と

に
便
益

を
計
測
す

る
方
法

・
適

用
範

囲
が

広
く

、
歴

史
的

・
文

化
的

に
貴

重
な

施
設

の
存

在
価

値
を

は
じ

め
と

し
て

、
原

則
的

に
あ

ら
ゆ

る
効

果
を

対
象

に
で

き
る

。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

価
格

を
直

接
的
に
質

問
す
る
た

め
、

適
切

な
手

順
・

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
と

し
な
い
と

バ
イ
ア
ス

が
発

生
し

、
推

計
精

度
が

低
下

す
る

。
・

仮
想

的
な

状
況

に
対

す
る

回
答

で
あ

る
た
め

、
結
果
の

妥
当

性
の

確
認

が
難

し
い

。
・

回
答

者
の

予
算

に
制

約
が

あ
る

こ
と

を
認
識

し
て
も
ら

う
必

要
が

あ
る

。
・

負
の

支
払

意
思

額
を

推
計

す
る

こ
と

が
で
き

な
い
。

本
事
業
の

主
な
効
果

と
な
る

、
利
用
推

進
の

他
、
周

遊
性
の
向

上
や
、

子
供
た
ち

が
安

全
に
使

う
た
め
の

水
辺
整

備
を
行
う

と
い

う
意
義

に
対
す
る

評
価
が

可
能
で
あ

る
こ

と
か
ら

採
用
す
る

。
○

コ
ン

ジ
ョ

イ
ン

ト
分

析

い
く
つ
か

の
プ
ロ
フ

ァ
イ
ル

の
組

み
合
わ

せ
か
ら
最

も
良
い

と
思

わ
れ
る

も
の
を
選

ん
で
も

ら
い

、
そ
の

選
択
結
果

を
も
と

に
統

計
的
に

分
析
す
る

こ
と
で

定
量

的
評
価

を
行
う
方

法

・
適

用
範

囲
が

広
く

、
原

則
的

に
は

あ
ら

ゆ
る

効
果

を
対

象
に

で
き

る
。

・
複

数
の

項
目

に
つ

い
て

評
価

が
可

能
。

・
マ

イ
ナ

ス
の

評
価

も
可

能
。

・
適

切
な

手
順

を
踏

ま
な

い
と

バ
イ

ア
ス
が
発

生
し
、
推

計
精

度
が

低
下

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

比
較

で
き

る
複

数
の

仮
想

状
況

(
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
)
を

作
成

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

こ
と

か
ら
、

適
用
し
な

い
。

×

（
便

益
を

計
測

し
な

い
）

便
益
を
計

測
す
る
こ

と
が
困

難
な

場
合
に

、
効
果
を

定
量
的

・
定

性
的
に

示
す
方
法

・
便

益
と

し
て

計
測

す
る

こ
と

が
困

難
な

効
果

や
、

必
ず

し
も

効
率

性
の

観
点

で
評

価
す

る
べ

き
で

は
な

い
も

の
に

つ
い

て
、

費
用

便
益

比
以

外
の

多
様

な
視

点
で

評
価

す
る

。

・
社

会
的

な
投

資
効

率
性

の
観

点
か

ら
費

用
と

便
益
を
定

量
的

に
比

較
で

き
な

い
。

本
事
業
の

効
果
で
あ

る
利
用

し
や
す
い

河
川

空
間
の

整
備
の
効

果
は
事

業
の
費
用

便
益

比
の
算

出
に
不
可

欠
な
効

果
で
あ
り

、
便

益
と
し

て
計
測
す

る
こ
と

が
重
要
で

あ
る

。

×
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２
．

Ｃ
Ｖ

Ｍ
調

査
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

手
順

内
容

最
低

限
確

認
す

べ
き

事
項

（
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
）

c
h
e
ck

備
考

①
Ｃ

Ｖ
Ｍ

適
用

可
否

の
検
討

Ｃ
Ｖ
Ｍ
適

用
可
否
の

検
討

複
数

の
便

益
計

測
手

法
を

比
較

検
討

し
た

上
で

、
Ｃ

Ｖ
Ｍ

の
適

用
が

妥
当

だ
と

判
断

し
た

か
。

○
・

事
業
の

効
果
と
し

て
、
利

用
推
進
及

び
周
遊

性
の
向
上

を
含
み

、
利
用
価

値
・

非
利
用
価

値
双
方
を

含
む
こ

と
か
ら
、

Ｃ
Ｖ
Ｍ

で
実
施
し

た
。

②
調

査
方

法
の

設
定

調
査
範
囲

の
設
定

既
存

の
調

査
事

例
や

プ
レ

テ
ス

ト
の

結
果

等
を

も
と

に
便

益
の

集
計

範
囲

を
予

想
し

た
上

で
、

そ
の

範
囲

を
含

む
よ

う
に

調
査

範
囲

を
設

定
し

た
か

。
○

・
既
存
調

査
の
結
果

を
基
に

、
対
象
範

囲
を
設

定
し
た
。

調
査
方
法

の
設
定

複
数

の
調

査
方

法
を

比
較

検
討

し
た

上
で

、
母

集
団

に
対

す
る

偏
り

が
少

な
い

調
査

方
法

を
設

定
し

た
か

。
○

・
自
治
会

配
布
方
法

を
採
用

し
、
母
集

団
に
対

す
る
偏
り

を
少
な

く
す
る
た

め
、

W
E
B
ア

ン
ケ

ー
ト

で
補

正
し

た
。

③
調

査
票

の
作

成
金

額
を
尋

ね
る
方
法

の
設
定

受
入

補
償

額
で

は
な

く
支

払
意

思
額

を
尋

ね
た

か
。

○
・

環
境
整

備
の
た
め

に
支
払

っ
て
も
良

い
と
考

え
る
金
額

で
あ
る

「
支
払
意

思
額

（
W
T
P
）
」
を

問
う
設

問
と
し

た
。

支
払
手
段

の
設
定

複
数

の
支

払
手

段
を

比
較

検
討

し
た

上
で

、
回

答
者

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
く

バ
イ

ア
ス

の
少

な
い

支
払

手
段

を
設

定
し

た
か

。
○

・
「
税
金

」
や
「
寄

付
金
」

と
比
べ
て

先
入
観

が
小
さ
く

、
抵
抗

感
の
少
な

い
「

負
担
金

」
に
よ
り

支
払
う

方
法
を
問

う
設
問

と
し
た
。

回
答
方
式

の
設
定

回
答

方
式

と
し

て
二

項
選

択
方

式
を

用
い

た
か

。

○

・
支
払
い

の
意
思
の

有
無
を

「
は
い
」

、
「
い

い
え
」
の

２
つ
の

選
択
肢
か

ら
回

答
し
て
も

ら
う
二
項

選
択
を

、
金
額
を

変
え
て

３
回
以
上

問
う
「

多
段
階
二

項
選

択
方
式

」
と
し
た

。

仮
想
的
状

況
の
設
定

事
業

を
実

施
す

る
場

合
と

し
な

い
場

合
（

あ
る

い
は

継
続

す
る

場
合

と
中

止
す

る
場

合
）

の
両

方
の

状
況

を
示

し
た

か
。

○

・
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

に
お
い

て
、
事
業

実
施
前

後
の
イ
メ

ー
ジ
図

や
写
真
を

示
す

こ
と
に
よ

り
、
状
況

を
提
示

し
た
。

事
業

の
効

果
を

過
大

に
見

せ
た

り
、

悪
化

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

要
因

を
過

小
に

見
せ

た
り

せ
ず

に
仮

想
的

状
況

を
設

定
し

た
か

。
○

・
現
状
の

デ
ー
タ
や

写
真
を

踏
ま
え
た

イ
メ
ー

ジ
の
提
示

を
行
っ

た
。

④
プ

レ
テ

ス
ト

の
実

施
プ

レ
テ
ス

ト
の
実
施

ま
た
は

既
存

事
例
の

確
認

プ
レ

テ
ス

ト
ま

た
は

既
存

事
例

の
確

認
を

行
い

、
本

調
査

実
施

前
に

調
査

票
の

分
か

り
や

す
さ

、
支

払
意

思
額

の
回

答
の

幅
を

確
認

し
た

か
。

○
・

前
回
評

価
の
結
果

を
確
認

し
、
調
査

票
の
分

か
り
や
す

さ
、
回

答
の
幅
を

確
認

し
た
。

⑤
本

調
査

の
実

施
標

本
数
の

確
保

分
析

に
必

要
な

標
本

数
を

確
保

し
た

か
。

○
・

分
析
に

必
要
な
標

本
数
と

し
て

3
0
0
票

を
確
保

す
る
よ
う

に
努
め

、
そ
れ
を

概
ね

満
足

す
る

2
7
6
票

を
確

保
し

た
。

⑥
便

益
の

推
計

支
払
意
思

額
の
設
定

異
常

回
答

の
排

除
を

行
い

、
過

大
に

な
ら

な
い

よ
う

に
支

払
意

思
額

を
推

定
し

た
か

。
特

に
支

払
意

思
額

の
代

表
値

と
し

て
平

均
値

を
用

い
る

場
合

は
、

最
大

支
払

提
示

額
で

裾
切

り
を

行
っ

た
か

。
○

・
抵
抗
回

答
や
理
解

不
足
の

回
答
は
除

外
す
る

と
と
も
に

、
世
帯

主
及
び
そ

れ
に

準
ず

る
回

答
者

の
回

答
の

み
を

使
用

し
て

平
均

W
T
P
を

算
出

し
た

。

・
平
均

WT
P
の

算
出
に

あ
た
っ

て
は
、
モ

デ
ル
に

よ
り
賛
同

率
曲
線

を
推
定
す

る
パ

ラ
メ
ト

リ
ッ
ク
法

を
使
用

し
、
最
大

支
払
提

示
額
で
裾

切
り
を

行
っ
た
。

集
計
範
囲

の
設
定

集
計

範
囲

の
設

定
根

拠
を

明
ら

か
に

し
、

過
大

に
な

ら
な

い
よ

う
に

配
慮

し
て

便
益

を
推

計
し

た
か

。
○

・
本
ア
ン

ケ
ー
ト
調

査
結
果

か
ら
、
居

住
地
と

利
用
頻
度

の
関
係

を
整
理
し

、
利

用
者
が
比

較
的
多
い

範
囲
と

し
て
、
集

計
範
囲

の
妥
当
性

を
検
証

し
た
。
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○
世
帯
数
の
集
計
範
囲

■
自

治
会

配
布

形
式

お
よ

び
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
。

■
H

2
5
本

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
け

る
「
現

在
訪

れ
る

頻
度

」
と

「
居

住
区

」
の

相
関

整
理

結
果

か
ら

、
月

1
回

訪
れ

る
割

合
が

下
げ

止
ま

り
と

な
る

7
km

圏
を

支
払

意
思

額
の

集
計

範
囲

に
設

定
。

■
『
地

域
の

住
民

』
の

便
益

集
計

世
帯

は
6
7
,7

9
5
世

帯

来
訪

頻
度

の
距

離
別

構
成

３
．

便
益

集
計

範
囲

牛
妻

地
区

利
用

推
進

事
業

箇
所

便
益

集
計

範
囲

利
用

推
進

事
業

箇
所

便
益

集
計

範
囲
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『
地
域
の
住
民
』
の
Ｗ
Ｔ
Ｐ

1
3
0
円
／
月
／
世
帯

『
地
域
の
住
民
』
の
年
便
益

年
便
益
＝
1
3
0
円
×
1
2
ヶ
月
×
6
7
,
7
9
5
世
帯

≒
1
0
5
.
8
百
万
円
／
年

▽
牛
妻
地
区
に
お
け
る
世
帯
数
の
集
計
範
囲

▽
算
定
結

果

３
．

支
払

意
思

額
牛

妻
地

区

0
.0

%

1
0.

0
%

2
0.

0
%

3
0.

0
%

4
0.

0
%

5
0.

0
%

6
0.

0
%

7
0.

0
%

8
0.

0
%

9
0.

0
%

1
00

.0
%

 -
 5

00
 1

,0
0
0

 1
,5

0
0

 2
,0

0
0

 2
,5

0
0

 3
,0

0
0

 3
,5

0
0

累積賛同率

提
示

額
(円

/
月

・
世

帯
）

牛
妻

地
区

水
辺

環
境

整
備

（
生

存
分

析
）

実
績

賛
同

率

推
定

賛
同

率

平
均

値
13

0円

市
町
村
名

世
帯
数

静
岡
市

6
7
,
7
9
5
世
帯

利
用

推
進

事
業

箇
所

便
益

集
計

範
囲

利
用

推
進

事
業

箇
所

便
益

集
計

範
囲

2-10



調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
票

１
／

８

2-11



調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
票

２
／

８
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調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
票

３
／

８
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調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
票

４
／

８
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調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
票

５
／

８

2-15



調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
票

６
／

８

2-16



調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
票

７
／

８
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調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
票

８
／

８
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	全体




